２００８年　　月　　日

衆議院議長　殿
参議院議長　殿
憲法審査会の始動をやめることを求める要請書

<請願の主旨>

「新憲法制定議員同盟」（会長・中曽根康弘元首相）は、本年１月に憲法審査会規定の制定を急ぐよう衆参両院議長に申し入れを行うなど、憲法審査会の始動に向けた動きを強めています。

しかし、憲法審査会の設置を定めた改憲手続法(国民投票法)は、昨年の第166通常国会で慎重審議を求める国民世論に反して政府与党が強行採決を繰り返してして定めた法律であり、付帯決議が18項目にも及ぶなど内容的にも問題点が各方面から指摘されているところです。

昨年7月の、参院選で示された国民の意思は「改憲反対」であり、憲法審査会を始動させることは、民意に背くものとして断じて容認できません。

憲法審査会が始動させ、憲法「改正」の審議を進めようとすることは、改憲への流れを一気に加速させようとするものにほかなりません。また、自衛隊の海外派兵恒久化法や集団的自衛権の行使など、憲法9条の解釈変更に踏み込む「解釈改憲」の舞台となるおそれもあります。
　多くの国民は9条をはじめ憲法の遵守を望んでおり、改憲を促進し、「戦争する国」へ導く憲法審査会の始動には反対です。憲法を尊重し擁護する義務を負う国会議員が、その義務を忠実に果たされることを強く求めるものです。

<請願事項>
憲法審査会の始動は行わないこと。
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